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者向けの介護予防施策

として、ケアポート松

原（名古屋）、ケアポー

ト八幡（静岡）の２施

設をネットワークで接

続し、転倒骨折予防運

動を中心とした介護予

防指導を行った。

トライアルの結果、

介護保険認定者向けの

介護予防施策において、

運動機能の向上など良好な結果を得

ることができた。

介護予防システムのトライアル結

果を基にして、NTTグループは、新

予防給付で対象となる運動機能の向

上、栄養改善、口腔機能向上のメニ

ューを備え、健診から指導までをト

ータルに支援できるようにシステム

を機能追加した（図１参照）。「テル

ウェル東日本は、介護予防事業の普

及を目指して、自治体・介護事業者

向けに、このシステムを使った介護

予防サービスの他、予防事業の導入

コンサルテーションや人材教育事業

を加えた介護予防支援サービスとし

て提供することにしました。」（テル

ウェル東日本㈱　介護事業部　営業

企画担当　担当部長　高橋達哉氏）

一方で、NTTアイティは、シス

テム構築の経験を基にして、システ

ムのバージョンアップと保守運用を

担当している。

「システムの強みは、映像ストリ

ーミング機能と多地点テレビ会議機

能を使って、介護施設や高齢者宅に、

均質な介護予防サービスを安価に提

供でき、さらに常に新しいコンテン

ツを追加提供できることにありま

す。」（NTTアイティ㈱　ソリュー

ション事業本部　ヘルスケアシステ

ム事業部　介護予防システム　プロ

ジェクトリーダー　坪井俊明氏）

介護予防サービスは、利用頻度に

偏らない月々定額制サービスであ

2006年４月に、介護予防を重視

した改正介護保険制度が施行され

た。これに先だって、１月にサービ

ス内容と報酬体系についての発表が

あり、その中で、生活の自立を促す

目的の介護予防サービスとして、運

動機能の向上、栄養改善、口腔機能

向上が課されることが明記されてい

る。そのため、今までの「受けるサ

ービス」から「自立を促すサービス」

の形態への変化と、上記の３つの改

善の柱の施策を取り入れる必要に迫

られ、介護事業者・地域包括支援セ

ンターの事業推進体制の整備が急務

となっていた。

NTTグループでは2005年７月か

ら、映像ストリーミング機能と多地

点テレビ会議機能を組み合わせた、

介護予防システムを活用したトライ

アルを実施してきた。このトライア

ルには、介護保険制度改正に対応す

る指導メニューも含まれている。具

体的には、テルウェル西日本の運営

する介護施設において、介護予防施

策のトライアルを実施した。デイサ

ービスセンターにおける要介護認定
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る。「転倒骨折」、「尿失禁」、「口腔

障害」、「低栄養」などによる「寝た

きり」を予防する指導プログラムに

加え、高齢者向けの健診機能も包含

しており、介護予防事業をきめ細か

く支援するものである。

指導プログラムには次のような内

容が用意されている。まず、転倒骨

折予防には、①介護認定者向け運動、

②ハイリスク者向け運動、③自立健

常者向け太極拳の３種類がある。ま

た、尿失禁予防としてハイリスク者

向け運動も追加されている。さらに

は口腔機能向上のための解説と運

動、フットセルフケア(足の運動)も

用意されている。加えて、栄養改善

としての栄養士との面談、毎日の献

立の改善指導にも活用できる。なお、

プログラムに組み込まれた運動は、

東京都老人総合研究所等の監修を受

けており、その効果が科学的に証明

されている。

利用者は、厚生労働省の「基本チ

ェックリスト」や東京都老人総合研

究所「おたっしゃ 2 1」対応の

EXCEL版の健診システムに問診入

力するだけで、診断結果を入手する

ことができる。また健診結果を

CSV形式で運動指導機能部に受け

渡し、スケジュール登録すると、そ

れを基にした指導プログラムが所定

の時間に受けられるようになる（図

１参照）。

指導プログラムは、ブロードバン

ド回線で配信され、介護施設や自宅

で視聴することができる。

単なる映像配信ではなく、運動前ア

ンケートを事前に行い、指導プログラ

ム（配信コンテンツ）を当日の身体の

状況に応じて部分的に変更すること

で、各利用者に合った最適な指導サー

ビスが提供される（図２参照）。

テルウェル東日本とNTTアイテ

ィは、今後もサービスメニューやプ

ログラムの改良・追加や料金体系の

拡充を継続して実施し、予防事業の

導入コンサルテーションから、介護

予防サービスの実施指導、人材教育

まで、総合的に介護予防事業を支援

できる体制を築いていく。
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